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島根おおちトピックス

組合員、利用者の皆さまに
安心、信頼される渉外活動を行ないます。

お気軽にお声かけください。

地域の皆さま、お変わりございませんか？
私たちがお宅を訪問させていただきます。

写真左から　樋口彰良　漆谷英男

地区
本部

写真左から　竹田昂己　河野豊秋　沖真由美
　　　　　　日高賢一（羽須美担当）　下原和樹

瑞　穂
羽須美

写真左から　野田海記　上田秀太郎　山根明子

川　本

写真左から　佐々木和子　森岡友昭　植田尚子

桜　江

写真左から　三上栄司　矢川恵大　城納洸
　　　　　　前田晃弘　日野山志乃

石　見

写真左から　田平知昭（大和担当）　道畑繁樹　中村真吾

邑　智
大　和

企画推進課 紹介

あ
な
た
に
合
っ
た

安
心
を
組
み
合
わ
せ
て

ご
提
案
し
ま
す
。

地域の皆さまのお役に立てるよう、
がんばります。

私達５人が
皆さまのお宅にお伺いします！！

地域の皆さまの力になれるよう
精一杯がんばります！

地
域
密
着
！

皆
さ
ま
に
笑
顔
を

お
届
け
し
ま
す
！

私
達
が
美
郷
地
区
担
当
で
す
。

皆
さ
ま
に
安
心
・
満
足
・
笑
顔
・

信
頼
を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。
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島根おおちトピックス
　

島
根
お
お
ち
青
年
連
盟
は
、
阿
須
那
公
民
館
に
お
い
て
、
第
20
回
通

常
総
会
を
開
催
し
、
28
年
度
の
活
動
報
告
な
ら
び
29
年
度
の
活
動
計
画

の
報
告
を
行
な
い
ま
し
た
。

　

島
根
お
お
ち
青
年
連
盟
で
は
、
青
年
組
織
の
活
性
化
に
向
け
た
取
り
組
み
、
地
域
に
根

ざ
し
た
食
農
教
育
活
動
の
展
開
を
目
指
し
て
お
り
、
29
年
度
の
活
動
計
画
で
は
、
交
流
会
、

研
修
会
の
積
極
的
参
加
や
女
性
部
と
連
携
し
管
内
保
育
園
児
と
行
な
う
カ
レ
ー
の
日
や

ふ
れ
あ
い
農
園
に
力
を
入
れ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
に
は
、
営
農
企
画
課
、
澤
津
賀
一
職
員
に
よ
る
青
色
申
告
に
つ
い
て
の
講

習
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

西
嶋
伸
介
委
員
長
は
「
農
業
の
担
い
手
と
し
て
地
域
住
民
と
と
も
に
地
域
の
活
性
化
、

農
業
振
興
に
向
け
て
取
り
組
み
、
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
と
な
る
べ
き
努
力
を
し
て
い
き
た
い
。

ま
た
食
農
教
育
を
通
じ
、
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
農
業
に
関
心
を
深
め
る
取
り
組

み
も
行
な
っ
て
い
き
た
い
。」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

島
根
お
お
ち
地
区
本
部
は
、営
農
・

生
活
部
門
の
職
員
を
集
め
、
い
こ
い

の
村
し
ま
ね
に
お
い
て
29
年
度
の
事

業
進
発
式
を
行
な
い
ま
し
た
。

　

営
農
部
、
生
活
部
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
が
そ
れ
ぞ
れ
29

年
度
の
事
業
目
標
、
取
り
組
み
方
針
に
つ
い
て
確
認

を
し
ま
し
た
。

　

営
農
・
生
活
事
業
は
、
３
月
１
日
よ
り
効
率
的
か

つ
公
平
な
事
業
運
営
体
制
の
構
築
を
図
る
た
め
ブ

ロ
ッ
ク
運
営
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
組
合
員
・
利
用

者
へ
の
指
導
や
問
い
合
わ
せ
な
ど
の
対
応
の
迅
速
化
、

職
員
レ
ベ
ル
の
平
準
化
や
専
門
性
を
高
め
、
業
務
及

び
事
務
の
集
約
化
を
図
る
こ
と
で
効
率
的
な
運
営
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

15
4 月

6
4 月

28
年
度
青
年
連
盟
総
会

29
年
度
営
農
・
生
活
事
業
ブ
ロ
ッ
ク
体
制
進
発
式

　

花
き
部
会
し
き
の
会
は
、
川
本
合
同
庁
舎
に
お
い
て
、
平
成
28
年
度

定
期
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
平
成
28
年
度
の
事
業
報
告
な
ら
び
に
収

支
決
算
報
告
の
承
認
の
あ
と
、
平
成
29
年
度
の
事
業
計
画

な
ら
び
に
収
支
予
算
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
総
会
の
中
で

は
、
入
会
さ
れ
た
新
会
員
の
紹
介
が
行
な
わ
れ
、
29
年
度

は
新
た
な
メ
ン
バ
ー
を
迎
え
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　

総
会
終
了
後
に
は
、
市
場
担
当
者
、
種
苗
メ
ー
カ
ー
を

迎
え
て
、
市
場
情
勢
の
報
告
と
新
品
種
の
紹
介
な
ど
の
意

見
交
換
会
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

花
き
部
会
は
、
研
修
会
や
市
場
視
察
、
花
き
の
消
費
拡

大
へ
の
取
り
組
み
を
通
じ
、
環
境
と
生
産
者
・
消
費
者
に

配
慮
し
た
農
業
生
産
活
動
や
花
育
活
動
、
新
た
な
花
き
生

産
者
担
い
手
の
確
保
を
目
指
し
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

花
き
部
会 

し
き
の
会 

総
会

7
4 月

新委員長の玉川幸司さん
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島根おおちトピックス
　

邑
智
支
店
２
回
会
議
室
に
お
い
て
、
特
産
品
の
一
つ

で
あ
る
「
白
ネ
ギ
」
の
新
し
い
栽
培
方
法
「
マ
ル
チ
定

植
方
式
」
の
講
習
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
野
菜
生
産
組
合
・

女
性
部
の
部
員
を
対
象
に
島
根
県
西
部
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
県
央
事
務

所
の
齋
藤
技
師
・
本
店
総
合
指
導
課
の
横
宮
職
員
・
美
郷
ブ
ロ
ッ
ク
営
農

生
活
課
の
上
田
指
導
員
か
ら
栽
培
方
法
の
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
栽
培
方
法
は
、
通
常
の
栽
培
方
法
で
は
必
要
不
可
欠
で
重
労
働

で
あ
る
土
寄
せ
を
せ
ず
、
畝
に
マ
ル
チ
を
か
け
る
こ
と
で
雑
草
の
心
配
も

無
く
、
定
植
後
は
追
肥
と
病
害
虫
発
生
時
の
消
毒
の
み
と
作
業
も
少
な

い
こ
と
が
特
徴

で
す
。
生
産
者

の
作
業
も
少
な

く
、
島
根
県
で

は
徐
々
に
導
入

が
進
ん
で
い
ま

す
。

　

試
験
栽
培

で
の
取
り
組
み

と
言
う
事
も
あ

り
、
不
安
を
感

じ
て
い
た
参
加

者
も
講
習
を
聴

く
う
ち
に
不
安

も
解
け
参
加

者
全
員
が
新
し

い
取
り
組
み
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
す

る
事
と
な
り
ま

し
た
。

20
4 月

白
ネ
ギ
栽
培
講
習
会
開
催

おわびと
訂正

　広報誌「JAしまねびより」4月号11ページ「地区本部トピックス」交通安全
反射材寄贈について大和中学校校長のお名前に誤りがありました。
　おわびして訂正いたします。

誤：藤井新治校長　　正：藤井伸治校長

　

島
根
お
お
ち
地
区
本
部
は
、

女
性
部
を
中
心
に
、「
赤
い
ケ

イ
ト
ウ
で
１
人
１
人
の
心
を
結

び
た
い
」
を
合
言
葉
に
、
ケ
イ

ト
ウ
栽
培
を
始
め
、
今
年
で
６

年
目
と
な
り
ま
す
。
今
年
は

昨
年
よ
り
数
を
増
や
し
て
栽

培
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
21
日

に
邑
智
支
部
か
ら
始
ま
っ
た
種

ま
き
は
、
27
日
の
川
本
支
部
で

終
了
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
苗

の
定
植
に
向
け
て
土
作
り
や
圃

場
の
準
備
を
し
て
い
き
ま
す
。

　

平
成
23
年
か
ら
取
り
組
み

を
始
め
た
ケ
イ
ト
ウ
栽
培
は
、

女
性
部
員
ら
を
中
心
に
呼
び

か
け
て
着
々
と
生
産
が
伸
び
て

お
り
、
今
で
は
他
地
区
本
部
に

も
広
が
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。

６
年
目
と
な
る
今
年
は
酉
年
に

か
け
て
飛
翔
を
テ
ー
マ
に
、
生

産
者
、
面
積
、
出
荷
量
、
販
売

額
の
さ
ら
な
る
増
加
、
拡
大
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

29
年
度
ケ
イ
ト
ウ
栽
培
始
ま
る

27
4 月

21
4 月

〜
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農 だ よ り営

除草剤（中・後期）

●田植え後の水管理
　田植え後は、保温のため３～４日間は水深３～５㎝を保ち、活着後は分げつを進めるため２㎝程度の浅水管理を行い
ましょう。
●６月上旬頃から間断潅水を！
　気温・水温が上昇してくると水田の有機物の分解が進みガスが発生しやすくなります。間断潅水を実施してガス抜き
を行いましょう。
●中干しを確実に行い、無効分けつの防止と根張りの良い稲体づくりを！
　有効茎数（葉が三枚以上の茎）が 16～ 18本まで分げつが進むと中干しの時期となります。通常７～ 10日間を目安
としますが、生育状況や天候・土壌条件によって期間を調整しましょう。５月中旬以降に田植えを行った場合は、中
干し時期が梅雨の最中となるため、中干しを長めに行いしっかりと根を張らせましょう。

※近年問題となっている「乳白粒」予防のため、間断潅水・中干しをしっかりと行い、稲刈りの10日前頃まで水を当てることの出来る固く締まっ
た水田に仕上げましょう！

いもち病の予防（６月中旬頃）
　いもち病は、気温 25～ 28℃で降雨が連続すると発生しやすくなります。いもち病の予防剤入りの箱処理剤を使用し
ていない場合は、６月中旬から７月上旬頃に特に注意していただき、「コラトップ粒剤」等の予防剤を散布して下さい。
※ JA育苗センターの主食用苗については、いもち病の予防剤入りの箱剤を使用しております。

水稲の栽培管理について

クログワイ

田んぼの
雑草図鑑

～ 田植え後から６月下旬までの管理 ～

除草剤名 使用時期 使用量（10a） 使い方・注意事項

テッケン
１キロ粒剤

田植後１５日～ノビエ４葉期
但し収穫６０日前まで １㎏

葉齢の進んだ雑草にも効果が高い。クログ
ワイは草丈 20cm まで、オモダカは草丈
30cm まで。

ハイカット
１キロ粒剤

田植後 15 日～ノビエ３．５葉期
但し収穫 60 日前まで １㎏

クログワイ・オモダカに効果が高い。クロ
グワイは 30cm まで、オモダカは矢尻葉３
葉期までに散布。

レブラス
１キロ粒剤

田植後 14 日～ノビエ 4 葉期
但し収穫 60 日前まで １㎏

ホタルイ・クログワイ・ノビエ・オモダカに
強い成分を混合し殺草力を高めた新規中後
期除草剤

クリンチャー
１キロ粒剤

田植後７日～ノビエ４葉期
但し収穫 30 日前まで １㎏ ヒエ専用剤

水の出入りを止めて湛水状態で散布。

モゲトン粒剤
ウキクサ類・藻類の発生始～発生
盛期
但し収穫 45 日前まで

2 〜 3㎏ 藻類・表層剥離に効果がある。

バサグラン粒剤・
液剤

田植後 15 ～ 50 日
但し収穫 60 日前まで

（液剤は収穫 50 日前）

３～４㎏
500 ～ 700mℓ
水 70 ～100ℓ

落水状態（足跡に水が残っている程度）で
散布。イネ科雑草を除く多様な多年生雑草
に効果がある。

クリンチャーバス
ＭＥ液剤

田植後 15 ～ノビエ５葉期
但し収穫 50 日前まで

1000mℓ
水 70 ～100ℓ

落水状態（足跡に水が残っている程度）で
散布。ノビエ・広葉雑草に効果あり。

ホタルイ ホタルイ（３葉期） オモダカ

【注意！】
ホタルイは草丈３cm
程度の３葉期までに
除草剤を散布しない
と取りこぼしが多く
なります。

11



農 だ よ り営

例年 ５月中旬から６月下旬に
問題になる病害虫です

注意：薬害の恐れあるため、アミスター 20フロアブルには展着剤を使用しない。
※べと病発生後は、「プロポーズ顆粒水和剤+展着剤」（治療剤）散布と、１週間後に「アミスター 20フロアブル」（治
療剤）の２度の散布が必要です。

白ねぎ
※べと病の発生前に予防剤「レーバスフロアブル」を使用。

きゅうり

えんどう（きぬさや・スナップ）

予防を徹底しましょう！！

予防の時期 対象病害虫 農薬名 希釈倍率 使用時期
５月中旬～６月下旬 べと病 レーバスフロアブル 2000 倍 収穫 7 日前まで

発生後 べと病
プロポーズ顆粒水溶剤 1000 倍 収穫 14 日前まで
アミスター 20 フロアブル 2000 倍 収穫 3 日前まで

予防の時期 対象病害虫 農薬名 希釈倍率 使用時期

５月下旬
ウリハムシ・アブラムシ マラソン乳剤 2000 倍 収穫前日まで
べと病・うどんこ病 ダコニール 1000 1000 倍 収穫前日まで

６月中旬
アブラムシ アルバリン顆粒水溶剤 2000 倍 収穫前日まで
べと病・うどんこ病
斑点細菌病 カスミンボルドー 1000 倍 収穫前日まで

予防の時期 対象病害虫 農薬名 希釈倍率 使用時期

５月中下旬
ハモグリバエ アルバリン顆粒水溶剤 2000 倍 収穫前日まで
うどんこ病 トリフミン水和剤 3000 ～ 5000 倍 収穫前日まで

きゅうり
べと病・うどんこ病

きぬさや・スナップ
ナモグリバエ・うどんこ病

白ねぎ
べと病発生状況

１回の防除では
止まらない！

６月に入るとハモグリバエ被害（右上端画像）があります。６月上旬に「ダントツ粒剤」を
３～６kg／ 10a 株元散布して対応して下さい。ハモグリバエの被害が拡大すると生育
がかなり遅れるので注意して下さい。

12



農 だ よ り営

３～５本発芽したものは２本にする（はさみで切る）
　→軒下育苗：苗が間伸びしやすいのでトレーの位置をたまに回転させる。
　　⇒太陽の光がまんべんなく当たるように
　→トンネル育苗
　　○朝ビニールを取ることをお忘れなく。
　　○雨の時はビニールのすそほどは開ける。
　　○本葉３～４枚になれば夜間もビニールは雨よけだけにし、露地の環境に慣らす。
　→ハウス育苗：朝サイドビニールを開けることをお忘れなく。高温注意！
　　※本葉２枚時と３枚時の２回、液肥（トミー液肥500倍液【１ℓの水に液肥２cc】）
　　　ジョーロでかん水がわりに！
　　【定植適期の苗の状態（大きさ）色はちょっと薄いけど（左写真）定植すると緑色に回復します】
　　【（右写真）のように葉が赤くなるまでに定植する】

ケイトウ定植までの管理について

平
成
29
年
4
月

子
牛
市
場
成
績
表

頭数 最高価格 最低価格 平均価格

川 本
メス 5 849,960 698,760 785,160
ヌキ     
合計 5 849,960 698,760 785,160

邑 智
メス 5 844,560 648,000 771,768
ヌキ 2 974,160 848,880 911,520
合計 7 974,160 648,000 811,697

大 和
メス 1 590,760 590,760 590,760
ヌキ     
合計 1 590,760 590,760 590,760

桜 江
メス     
ヌキ     
合計 0 0 0 0

頭数 最高価格 最低価格 平均価格

中 央 市 場
メス 84 1,019,520 496,800 777,394
ヌキ 127 1,035,720 385,560 844,611
合計 211 1,035,720 385,560 817,852

島根おおち
メス 12 849,960 508,680 743,123
ヌキ 8 974,160 560,520 821,745
合計 20 974,160 508,680 773,074

瑞 穂
メス     
ヌキ 2 854,280 852,120 853,200
合計 2 854,280 852,120 853,200

羽 須 美
メス     
ヌキ     
合計 0 0 0 0

石 見
メス 1 508,680 508,680 508,680
ヌキ 4 865,080 560,520 761,130
合計 5 865,080 508,680 710,640 34.55%合計22.66%去勢雌

県外移出率
51.09%

中央 “弱含み” の相場展開
　本県 4月の子牛市場は、中央市場のみの開設で、
217頭の上場があり、平均価格は、雌777,394円、去
勢 844,611円、総平均 817,852 円で“弱含み”の取
引となりました。
　今月の上場牛にはややバラツキがみられ、発育良好な

ものがみられた反面、発育・肋張りがやや弱いもの、過
肥気味のものが一部で見受けられました。
　また、今月は年末出荷用の仕入も落ち着きつつあり、
下げ相場となっている子牛市場も散見されますが、全国
平均では“もちあい”となるなど堅調な子牛市場を維持
しています。
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◇
島
根
産
ま
れ
の
食
材
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
が
「
ハ
ヤ
ト
ウ
リ
」
の
料
理
方
法
を

教
え
て
下
さ
い
。
昨
年
は
は
じ
め
て
漬
け
て
失
敗
し
ま
し
た
。

	

大
和
支
店
管
内　

Ｍ
さ
ん　

70
代

●
「
ハ
ヤ
ト
ウ
リ
」
の
レ
シ
ピ
ち
ょ
う
ど
「
家
の
光
４
月
号
」
の
付
録
「
育
て
て
味
わ

お
う
！
個
性
派
野
菜
」
に
掲
載
さ
れ
て
い
て
「
ハ
ヤ
ト
ウ
リ
」
の
簡
単
漬
け
物
の
レ
シ

ピ
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
ほ
か
「
シ
カ
ク
マ
メ
」、「
ア
イ
ス
プ
ラ
ン
ト
」
な
ど
な
ど
個
性

派
野
菜
の
栽
培
方
法
と
レ
シ
ピ
が
載
っ
て
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
読
ん
で
み
て
下
さ
い
ね
。

◇
〝
し
ま
ね
○う
れ
し
ぴ
〟
の
〝
春
野
菜
、
た
け
の
こ
と
ツ
ナ
の
ち
ら
し
寿
司
〟

う
ん
、
こ
の
材
料
な
ら
我
が
家
に
た
っ
ぷ
り
あ
る
！
あ
す
っ
こ
も
桜
の
塩
漬
け
も
。
今

夜
の
ご
ち
そ
う
に
作
っ
て
み
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。
ま
た
、
野
菜
た
っ
ぷ
り
の
レ
シ
ピ

を
教
え
て
下
さ
い
ね
。	

石
見
支
店
管
内　

Ｎ
さ
ん　

60
代

●
４
月
か
ら
「
し
ま
ね
び
よ
り
」
の
料
理
レ
シ
ピ
は
、
島
根
県
の
料
理
研
究
家
「
土
井

小
百
合
先
生
」に
ご
提
供
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。〝
島
根
産
れ
の
食
材
レ
シ
ピ
〟と
な
り
、

よ
り
旬
で
、
よ
り
身
近
な
材
料
を
使
っ
た
レ
シ
ピ
を
お
届
け
で
き
る
と
思
い
ま
す
の
で

乞
う
ご
期
待
で
す
。

◇
老
後
は
、
農
業
を
す
る
つ
も
り
で
い
ま
す
。
気
候
や
鳥
獣
に
影
響
を
受
け
る
と
思
う

の
で
す
が
…
。
大
き
く
な
る
の
も
時
間
が
か
か
る
と
思
い
ま
す
し
…
。
農
業
も
大
変
な

ん
だ
ろ
う
な
ぁ
。
生
産
者
の
方
い
き
い
き
さ
れ
て
「
笑
顔
」
で
〝
す
ば
ら
し
い
！
〟

	

桜
江
支
店
管
内　

Ｒ
さ
ん　

40
代

●
農
業
は
天
候
に
左
右
さ
れ
る
事
が
多
い
し
、
鳥
獣
の
被
害
も
心
配
で
す
ね
。
で
も
苦

労
し
て
栽
培
し
た
作
物
は
最
高
に
お
い
し
い
と
思
い
ま
す
よ
。
老
後
に
は
ま
だ
ま
だ
早

い
よ
う
で
す
が
楽
し
い
老
後
に
な
り
ま
す
よ
う
に
。

◇
表
紙
に
毎
月
感
動
さ
せ
ら
れ
る
絵
が
使
わ
れ
て
い
て
、
今
回
も
豪
快
で
す
ご
く
力
強

く
、
思
わ
ず
パ
ワ
ー
が
湧
い
て
く
る
よ
う
な
巨
大
な
桜
の
木
、
枝
、
花
と
す
ば
ら
し
く
、

三
隅
太
平
桜
を
見
に
行
き
た
く
な
り
ま
し
た
。	

邑
智
支
店
管
内　

Ｈ
さ
ん　

60
代

●
太
い
幹
、
左
右
に
大
き
く
広
げ
た
枝
、
そ
の
枝
に
も
れ
な
く
花
を
咲
か
せ
た
姿
は
本

当
に
す
ば
ら
し
い
で
す
ね
！
太
平
桜
、
そ
ば
で
見
上
げ
て
み
た
い
で
す
ね
。
尚
、
今
月

の
表
紙
は
、
当
地
区
本
部
管
内
の
風
景
「
江
の
川
に
泳
ぐ
こ
い
の
ぼ
り
」
で
す
。
い
か

が
で
し
ょ
う
？
ご
感
想
を
ま
た
お
寄
せ
下
さ
い
ね
。

今
月
も
皆
さ
ん
か
ら
の
お
た
よ
り
が
た
く

さ
ん
届
い
て
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
そ
の
他
、
Ｊ
Ａ
に
対
す
る
ご
意

見
ご
要
望
な
ど
も
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

お便り紹介

女
が
性
行
部
く

島根おおち地区本部

問い合わせ先 ☎83-1802

管
内
介
護
施
設
へ
タ
オ
ル
寄
贈

「
天
国
に
一
番
近
い
里
」で
出
店

羽
須
美
支
部

瑞
穂
支
部

　

島
根
お
お
ち
地
区
本
部
女
性
部
瑞
穂
支
部

は
、
瑞
穂
管
内
に
あ
る
社
会
福
祉
法
人
お
お

な
ん
福
祉
会
に
タ
オ
ル
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

　

集
ま
っ
た
40
枚
の
タ
オ
ル
は
「
ケ
ア
ハ
ウ
ス
ゆ
め
あ
い

の
丘
」
に
寄
贈
さ
れ
、
服
部
千
津
子
部
長
か
ら
日
高
勝
明

理
事
長
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

服
部
部
長
は
、「
施
設
の
利
用
者
が
快
適
に
過
ご
さ
れ

る
よ
う
に
施
設
の
掃
除
に
役
立
て
て
ほ
し
い
。」
と
話
さ

れ
ま
し
た
。

　

瑞
穂
支
部
で
は
、
研
修
旅
行
・

健
康
教
室
・
料
理
教
室
な
ど
身
近

な
活
動
を
通
じ
て
お
互
い
に
助
け

合
い
、
心
と
心
の
ふ
れ
あ
い
を
重

ね
て
絆
を
大
切
に
し
、
女
性
ら
し

い
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

羽
須
美
支
部
は
、
川
角
（
か
い
ず
み
）

集
落
で
開
催
さ
れ
た
「
花
桃
ま
つ
り
」

で
う
ど
ん
や
加
工
品
の
販
売
を
行
な
い

ま
し
た
。
川
角
集
落
で
は
、「
天
国
に
一
番
近
い
里
」
を
コ
ン
セ
プ
ト

に
耕
作
放
棄
地
の
棚
田
を
利
用
し
、
花
桃
を
植
え
集
落
の
活
性
化
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
羽
須
美
支
部
も
一
緒
に
地
域
を
盛
り
上
げ
た
い
と
い

う
思
い
か
ら
、
県
内
外
か
ら
訪
れ
る
来
場
者
に
地
元
で
採
れ
た
野
菜
や

山
菜
を
使
っ
た
天
ぷ
ら
う
ど
ん
、
漬
け
物
・
桑
の
実
ジ
ャ
ム
と
い
っ
た

加
工
品
を
販
売
し
ま
し
た
。
出
店
は
、
４
月
２
日
か
ら
16
日
ま
で
行
な

い
、
多
く
の
来
場
者
に
地
元
の
食
材
を
味
わ
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。 17

4 月

2
4 月

16
4 月
〜
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6月の行事紹介

15日（木）・16日（金）・17日（土）6月の外勤日

6月14日
水 ゆとり倶楽部
内　容：粘土で小物作り
場　所：地区本部２階

6月16日
金

6月6日
火

6月3日
土・4日

日・5日
月

地区本部総代会
場　所：田所公民館

総合展示会
場　所：いこいの村

ふれあい農園
いも苗植え交流会
場　所：中野地区ふれあい農園

6月25日
日 JAしまね第３回総代会
場　所：島根県民会館

事業所・施設紹介

　育苗センターでは、水稲種籾（たねも
み）を育苗箱に播き、育苗器に 2日間入
れて出芽させ、弱光でさらに 2日間緑化
させています。次に育苗箱をビニールハ
ウスに並べて、温度や水管理を徹底する
ことで苗となります。このように、苗は
ほとんど人工的に調節された環境のもと
で、短期間に集約的に育苗し、配達日に
合わせ計画的に逆算して播種をしていま
す。島根おおち地区本部管内には、5箇
所に育苗施設があり、管内の農家、組合
員へ苗を配達しています。

育苗センター

広域育苗センター　　邑智郡邑南町中野 3452-1　☎ 95-2376（FAX 兼用）
瑞穂育苗センター　　邑智郡邑南町原村 299-7　　☎ 83-1467
羽須美育苗センター　邑智郡邑南町阿須那 1059　☎ 88-0610
邑智育苗センター　　邑智郡美郷町片山 23-3　　 ☎ 76-0550
大和育苗センター　　邑智郡美郷町都賀西 105-4　☎ 82-3198

問い合わせ

（広域育苗センター）

　ご利用いただいております桜江支店は、江津市が取り組む副次拠点整備事業に伴い、
７月３日を目途に、現在の江津市役所桜江支所建物内に移転いたします。

桜江支店移転の
お知らせ
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